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久留米市には、 筑後川や耳納山地がもたらす豊かな自然環境の恵みを受けて暮らしてきた先人達が積み

重ね、 創造してきた生活・文化遺産が数多く存在しています。

本書で報告する十間屋敷遺跡は、 元和 7 年 (1621) に当地を領した久留米藩主有馬氏が行った城下町整

備の一環として開発され、 中級武士の屋敷地や上級武士の別邸が置かれていた十間屋敷侍屋敷の遺跡です。

今回はその東端部を調査し、 その東限と考えられる溝を検出する成果が得られています。

その発掘調査の成果を記録した本書が、 埋蔵文化財の理解・普及に寄与し、 生涯学習や学術研究の資料

として活用されますことを願うと共に、 今回の調査に対し、 御理解・御協力いただきました地域住民の皆

様を始め、 関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成19年3月15日

久留米市教育委員会

教育長 石川 集充

例 言

1. 本書は、 久留米市日吉町所在の十間屋敷遺跡第2次調査の報告書である。

2. 調査は、 共同住宅の建設に伴い、 地権者株式会社大京九州支店支店長末田方宏氏と久留米市長江藤守國との契約

に基づき、 受託事業として実施したもので、 発掘調壺から報告書作成に至る費用は、 株式会社大京九州支店が負

担した。

3 . 発掘調査は、 久留米市文化観光部文化財保護課の水原道範が担当した。 現地調査は平成18年8月24日より同年9

月15日まで実施し、 整理作業は平成18年10月1日から同年10月31日まで実施した。

4. 本書に掲載した遺構の実測図は水原の他、 小林美佐代が作成し、 遺物実測図の作製と図面の浄書、 写真撮影は水

原が行った。

なお、 遺構全景写真の撮影の際には、 医療法人雪ノ聖母会のご協力により、 聖マリア学院学生寮より撮影させて

いただいた。 ここに御礼申しあげます。

5. 本書の遺構実測図は世界測地系第1I座標系（新座標系）を基に作成し、 図面の方位は全て座標北を示す。

6. 本書中の遺構略記号は、 SD ・ ・ ・ ・ 溝、 SK···•土坑を示す。

7. 本調査の略記号はJ KY - 2、 調査番号は 2 0 0 6 1 5である。

8. 本文中に記した6桁の数字は、 本市文化財保護課における遺物登録番号で、 調査番号を省略して表記している。

9. 本調査に関わる遣物 ・ 記録類は、 全て久留米市埋蔵文化財センタ ー に収蔵 ・ 保管されている。

10. 本書の執筆 ・ 編集は水原が行った。
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